
 

IBM LotusLive™ Connections 
これまでにないシンプルな、人々との「つながり」 
 

 
変化の激しいグローバル・マーケットでは、企業は、
適切な時に、適切な情報と適切な人々にアクセスでき、
それぞれの相互のやりとりを通じてより良く、より効
率的に、そしてより生産的に物事を進められるように
なる必要があります。 
 
ビジネス上の意思決定をよりスマートにし、新たなア
イデアを生み出すために情報を共有することは、もは
や当たり前のことです。 

社内外の人々とのコミュニケーションとコラボレー
ションは、貴社の成功に不可欠です。 
 
ビジネス用に開発された LotusLive Connections は、基
本的なオンライン・コラボレーション・ツールを使用
して、Web ブラウザーでどこからでもアクセス可能な
所にビジネス・ネットワークを容易にまとめることに
よって、お客様がよりスマートに作業できるようにし
ます。LotusLive Connections を利用すれば、先端テクノ
ロジーを素早く統合することが可能です。しかも、そ
うした先端テクノロジーにつきものの高いリスクやコ
ストは発生しません。また、素早く容易に展開できる
ため、あらゆる規模のお客様にとってスマートな選択
肢となります。 
 

Web コラボレーションお
よびビジネス・ネットワー
ク・サービスの統合スイー
トである LotusLive 
Connections は、ファイ
ル共有、インスタント・メッ
セージング、プロジェクト
管理、他の人とのネット
ワーキングなどの重要な機
能を備えています。 

 
LotusLive Connections の特長は、サービス間のシームレ
スでセキュリティー機能を充実させた連携にあります。
そのため、一人であろうと、社内外の仕事仲間の大規
模なコミュニティーであろうと、ユーザー数にかかわ
らず、容易にファイルの共有・編集や活動の管理が行
えます。拡張しつづけるビジネス・ネットワーク内の
誰とでも接続して、連絡を取ったり、新しいビジネス
の機会を推進したりします。 

LotusLive Connections が提供する

ツール 
• インフラストラクチャーよりビジネスの成長と 

イノベーションに焦点を当て、さらに生産性を向上 

• 連絡先や関係の管理 

• 容易かつ手頃な価格で企業の拡大に対応 

• 高いリスクやコストなしに先端テクノロジーを素早
く統合 

• ファイアーウォールを越えて、素早く容易に 
コラボレーション  

 
オンライン・サービスが容易なアクセス

を保証 

• 手頃な価格とアクセシビリティー 

• 小規模で済む先行投資 

• 月間および年間支払が可能であるため、支出金額が 
予測可能 

• インフラストラクチャーおよびメンテナンスのため
の IT スタッフが不要 

 
IBM が違いを生む 
• セキュリティーが充実した IBM のネットワーク 

• 本人確認を重視したアクセスおよびファイル管理 

• 広告型ビジネスモデル用ではなく、ビジネスそのも
ののために構築。お客様の ID を利用するためでは
なく、保護するために設計されたサービス 

 

IBM の LotusLive Connections 
は、Enterprise 2.0 Cloud 
Computing Technology Buyer’s 
Choice Award を受賞しました。

~ Information Week、2009 年 6 月 



 

 

マイ・ネットワーク では、相手の連絡

先や関係を管理できます。 
 
 
 
 
ファイル は、文書、プレゼンテーショ

ン、ブックマーク、およびコンテンツの

コレクションの保管・共有のためのオン

ライン・スペースです。 
 
 
 
アクティビティー は、作業を開始する

ための場所です。新規プロジェクトの導

入、会議の要処理リストの追跡、新しい

ソリューションのブレーンストーミング

などを行うことができます。 
 
 
 
インスタント・メッセージ によって、

取引相手や同僚とファイアーウォール越

しに、すぐに話すことができます。リア

ルタイムで LotusLive のユーザーと連

絡できます。 
 

LotusLive Connections で容易になる

こと 
• 社内外の人々との信頼性の高い作業 
• 統合された豊富なコラボレーティブ・サービスを 

持つ社外コミュニティーの開拓 
• 企業、パートナー、およびお客様との相互関係の 

強化 
• ネットワーク内の人とのインスタント・メッセージ。

いつでもリアルタイムに連絡が可能 
 
システム要件 
• HTTP および HTTPS アクセスによるインター 

ネット接続 
• 128 Kbps 以上のインターネット接続 
• ブラウザーおよび OS: 

» Microsoft Windows XP 上の Internet Explorer 6.0 SP2、 
および Internet Explorer 7.0 (サービス・パック付き)、 
または Firefox 2.0、2.0.0.3、および 3.0 

» Microsoft Vista 上の Internet Explorer 7.0 (サービス・

パック付き)、または Firefox 2.0、2.0.0.3、および 3.0  
• JRE: 

»  Sun 1.5 および 1.6 
»  IBM 1.5 

• ブラウザーのクッキーおよびスクリプトの有効化 
* Mac または Linux では、LotusLive Engage 1.0 のブラウザー・サポート・

テストを行っていません。 
 
© Copyright IBM Corporation 2009 
日本アイ・ビー・エム株式会社 〒103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町 19-21 
Printed in Japan, October 2009 
本書に記載の製品、プログラム、またはサービスが日本においては提供されていない場合があります。日本で利用可能な製品、プログラム、またはサー
ビスについては、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。記載された情報は、現状のまま提供され、明示もしくは黙示のいかなる保証も適用され
ません。また、本文書は IBM の現在の製品プランまたは戦略に基づくものです。この製品プランまたは戦略は予告なく変更されることがあります。
IBM は本文書の使用に起因するいかなる損害についても責任を負いません。本文書は、IBM (または IBM のサプライヤーまたはライセンサー) にい
かなる保証責任を負わせるものではなく、また、IBM ソフトウェアの使用に際し適用される、プログラムのご使用条件の内容も変更するものではあり
ません。 
 

IBM、IBM ロゴ、Lotus、および LotusLive は、International Business Machines Corporation の米国およびその他の国における商標です。他の会社名、製
品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。 

LOD14022USEN-00 

LotusLive Connections の 
体験版をお試しください。 

Web ブラウザーがあれば準備は完了です。 
 

www.lotuslive.com/trial で 
LotusLive Connections を 

お試しください。 
 

まさにシンプルの一言です。 

詳細については、IBM ビジネスパートナー、製品販売店、弊社営業担当員 
またはダイヤル IBM( 0120-04-1992)へ。 
受付時間：月～金 9:00～18:00 (祝日、12/30～1/3 を除く) 
携帯電話でおかけのお客様は下記の電話番号をご利用下さい。 
ダイヤル IBM 03-6220-8002 (この場合通話料はお客様のご負担となります)


